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県
農
林
水
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

10
月
24
日
に
秋
田
市
で
開
催
さ

れ
、
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
て
い

る
農
林
漁
業
者
を
表
彰
す
る

「
ふ
る
さ
と
秋
田
農
林
水
産
大

賞
」
に
本
市
の
肉
用
牛
生
産
者
、

伊
東
勝
美
さ
ん
（
矢
島
町
城
内
）

が
輝
き
ま
し
た
。ま
た
、
小
野
徳

昭
さ
ん
（
上
里
）、
佐
々
木
亨
さ

ん（
加
賀
沢
）が「
青
年
農
業
士
」

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。フ
ォ
ー

ラ
ム
を
終
え
、
伊
東
さ
ん
と
小

野
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
受
賞

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

伊
東
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
に

肥
育
牛
経
営
を
始
め
て
以
来
、

厳
密
な
経
営
管
理
の
上
で
計
画

　
的
な
規
模
拡
大
を
図
り
、
現
在

で
は
家
族
経
営
と
し
て
は
県
内

屈
指
の
大
規
模
経
営
体
と
な
る

　　

第
10
回
東
北
選
抜
学
童
軟
式

野
球
大
会
（
ビ
ッ
グ
ウ
エ
ス
ト

カ
ッ
プ
２
０
１
４
）で
、
岩
城
ス

パ
イ
ラ
ル
ズ
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
秋
田
県
勢
と
し
て
初
め

て
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し

た
。

　

チ
ー
ム
は
、
６
〜
７
月
に
行

わ
れ
た
秋
田
県
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

を
５
戦
全
勝
で
突
破
。
10
月

11
・
12
日
の
東
北
大
会
本
戦
で

は
各
県
の
強
豪
を
撃
破
し
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま

し
た
。

　　　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木

２
０
１
４
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交

流
大
会
が
10
月
５
日
、
佐
野
市

で
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
出
場

し
た
子
吉
川
チ
ー
ム
が
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
に
選
手
ら
が
市
役

所
を
訪
れ
、
石
川
副
市
長
に
入

賞
を
報
告
し
ま
し
た
。石
川
副

市
長
は
「
入
賞
お
め
で
と
う
ご

　
ざ
い
ま
す
。ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は

市
全
体
に
浸
透
し
て
い
る
ス
ポ

ー
ツ
。市
と
し
て
も
応
援
し
て

い
き
た
い
」
と
た
た
え
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
の
渡
部
侃
監
督
は

「
全
国
大
会
で
入
賞
で
き
て
う

れ
し
い
で
す
。チ
ー
ム
メ
イ
ト

に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
３
８
０
頭
規
模
の
経
営
を
実
践

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価

さ
れ
、
担
い
手
部
門
・
経
営
体
の

部
で
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。伊

東
さ
ん
は
「
努
力
を
確
実
に
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。家
族
の
支
え

が
な
け
れ
ば
今
日
ま
で
た
ど
り

着
け
な
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

水
稲
と
畜
産
の
複
合
経
営
に

取
り
組
み
「
青
年
農
業
士
」
に
認

定
さ
れ
た
小
野
さ
ん
は
、「
繁
殖

牛
に
つ
い
て
市
場
で
平
均
以
上
の

値
段
を
と
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
良
い
子
牛
を
育
て
て
い
き
た
い

で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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10
月
25
・
26
日
の
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
も
接
戦
を
こ
と
ご

と
く
制
し
見
事
優
勝
、
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
。

　

11
月
５
日
、
三
浦
崇
監
督
、

石
井
昌
樹
コ
ー
チ
、
菅
生
浩
コ

ー
チ
と
団
員
18
人
が
石
川
副
市

長
・
佐
々
田
教
育
長
を
訪
れ
、

優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

石
川
副
市
長
は
「
強
豪
相
手

に
接
戦
を
も
の
に
し
て
き
た
の

は
、
皆
さ
ん
に
底
力
が
あ
る
か

ら
。全
国
大
会
で
も
頑
張
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
。佐
々
田
教
育

長
は
「
小
学
校
の
開

校
１
年
目
で
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と

は
大
変
な
功
績
。皆

さ
ん
の
活
躍
は
学
校

の
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ

目
に
し
っ
か
り
と
刻

ま
れ
ま
す
」
と
勝
利

を
称
え
ま
し
た
。

　

岩
城
ス
パ
イ
ラ
ル

ズ
は
、
12
月
６
・
７

日
に
横
浜
ス
タ
ジ
ア

ム
で
開
催
さ
れ
る
ポ

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
カ

ッ
プ
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

市政フラッシュ4

11
月
２
日
に
行
わ
れ
た
石
沢
地
区
文
化
祭
で
、
東
日
本

大
震
災
の
復
興
を
願
い
、
地
域
の
小
・
中
学
生
な
ど

24
人
で
１
本
の
筆
を
使
い
、
「
花
は
咲
く
」
の
歌
詞
を

体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
書
き
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
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瑞
宝
双
光
章　
児
童
福
祉
功
労

濱 田 妙 子さん

瑞
宝
双
光
章　
教
育
功
労

三 浦 春 夫さん
（72歳・前郷） （80歳・大門）

瑞
宝
単
光
章　
消
防
功
労

遠 藤 金 夫さん

旭
日
小
綬
章　
中
小
企
業
振
興

須 田 精 一さん
（73歳・西目町沼田）

旭
日
双
光
章　
地
方
自
治
功
労

眞 坂 孝 衛さん

旭
日
双
光
章　
地
方
自
治
功
労

正 木 　 正さん

　須田さんは、昭和44年の由利工業株
式会社入社以来、電子工業に携わり、グ
ループ会社６社を設立するなど業界を
牽引。平成10年から県電子工業振興協
議会会長を務められるなど、地域産業
の基盤確立や雇用創出、地域経済の発
展に大きく貢献されました。

瑞
宝
単
光
章　
消
防
功
労

柴 田 喜久男さん

瑞
宝
単
光
章　
消
防
功
労

鈴 木 　 忠さん

瑞
宝
単
光
章　
伝
統
工
芸
業
務
功
労須 藤 　 健さん

瑞
宝
双
光
章　
消
防
功
労

打 矢 洋 介さん

藍
綬
褒
章　
自
衛
隊
協
力
功
績

本 間 　 諭さん

瑞
宝
双
光
章　
地
方
自
治
功
労

堀 井 　 博さん

受章おめでとうございます
秋の叙勲

このほど、「秋の叙勲」「秋の褒章」「危険業務従事者叙勲」「高齢者叙勲」が

発表され、本市関係では12人の方々が受章しました。

▼高齢者叙勲　　 ▼秋の褒章　　 ▼危険業務従事者叙勲

「ありがたい事と存じます。自分の星霜を振
り返るとき、七難八苦の連続でした。現状を
鋭く受け止め、今後も事業に精進するつもり
です」と話す須田さん

（73歳・鳥海町猿倉）
　眞坂さんは、昭和55年に旧鳥海村議
会議員に当選以来、合併在任特例によ
り平成17年10月まで、７期25年の長き
にわたり町政の運営に尽力。この間、産
業経済常任委員長や議会副議長、同議
長を歴任し、地域の発展に大きく貢献さ
れました。

「受章は身に余る光栄です。多くの皆さんの
ご協力の賜物と心から感謝しています」と話
す眞坂さん

（75歳・矢島町新荘）
　柴田さんは、昭和31年に旧矢島町消
防団員となられ、昭和47年に副分団長、
昭和49年に分団長を歴任。昭和57年に
は副団長に就かれ、通算32年余りの長
きにわたり団員の育成に取り組みなが
ら火災予防の啓蒙に努められるなど、
消防防災行政の推進、発展に尽力され
ました。
「光栄な章をいただき、身に余る思いです。今
後も章に恥じぬよう、地域の皆さんに、ご指
導・ご協力をいただきながら地域貢献に邁
進してまいります」と話す柴田さん

（69歳・徳沢）
　鈴木さんは、昭和39年旧大内村消防
団員となられ、平成９年からは分団長、
平成15年からは副団長を務められるな
ど、通産45年余りの長きにわたり、火災
予防の啓発や団員の指導育成に積極的
に取り組み、消防思想の高揚に尽力され
ました。

「身に余る光栄に感謝しています。たくさん
の方々からの指導・助言で長年務めることが
できました」と話す鈴木さん

（69歳・京都市山科区）
　須藤さんは、15歳で京仏師に弟子入
り。29歳で独立し、仏像彫刻師として研
鑽を積まれました。近年は大学などで学
生の指導にあたるほか、先の震災時に
津波で倒された松を使った仏像製作を
行うなど、幅広い活動で伝統技法の保
存伝承に大きく貢献されました。

「京都に来て55年、皆さまのおかげで名誉あ
る賞をいただく事ができました。これからも
精進してまいりたいと思います」と話す須藤
さん

（73歳・矢島町新荘）
　正木さんは、昭和54年に旧矢島町議
会議員に当選以来、合併在任特例より
平成17年10月まで連続7期27年余りに
わたり地方自治の発展に尽力。合併時
においては本荘由利一市七町合併協議
会委員を務められ、数々の困難な課題
を卓越した統率力でまとめ上げました。

「大きな章をいただき感謝しています。地域
の皆さんと共に活動した証と思っています。
これを契機に、微力ながら今後も社会貢献し
ていきたい」と話す正木さん

（66歳・石脇）
　 　三浦さんは、昭和43年の奉職以来34

年余りにわたり教鞭をとられ、平成７年
に由利工業高校校長、平成９年に大曲
工業高校校長を歴任。そのほか、県生涯
学習センター所長、県民カレッジ副学長
を務めるなど学校教育と教育行政の推
進に大きく貢献されました。

「良い人に恵まれて、無事に職務を全うする
ことができました。皆さんのおかげと心から
感謝しています」と話す三浦さん

（74歳・赤田）
　遠藤さんは、昭和35年に旧本荘市消
防団員となられ、平成３年に副分団長、
平成９年に分団長を歴任。通算39年余
りの長きにわたり団員の指導育成に取
り組みながら消防・防災活動を推進さ
れるなど、火災予防の啓発や消防思想
の高揚に尽力されました。

「多くの方からのご指導、ご鞭撻のおかげに
より受章できたものと大変感謝しておりま
す」と話す遠藤さん

　濱田さんは、昭和28年に本荘保育園
に勤務されて以来、現在に至るまで保育
の実践に精励され、昭和41年には社会
福祉法人本荘双葉会の設立認可を得て
理事、園長を歴任。これまでの、「子育て
を支援する保育園」を目指した取り組み
は、県内の保育水準と児童福祉の向上
に大きく貢献されました。
「光栄な章をいただきき、支えていただいた
皆さんに感謝しています。今後も元気よく優
しい子どもに育ってもらえるよう、保育の資
質向上に努めてまいります」と話す濱田さん

（88歳・岩城内道川）
　堀井さんは、昭和32年に旧岩城町役
場に奉職し、議会事務局長、建設課長、
財務課長などを歴任されました。　昭和
59年から助役兼町民課長兼財務課長、
昭和60年からは助役を務められるな
ど、地方自治一筋で地域の発展に大き
く貢献されました。

「受章は多くの方々の支えのおかげと感謝し
ています。これまでお世話になった皆さんに
心からお礼申し上げます」と話す堀井さん

（62歳・藤崎）
　本間さんは、昭和51年に陸上自衛隊
に入隊した後、昭和58年から現在に至
るまで自衛隊官募集相談員として自衛
隊の広報活動に尽力しました。平成20
年から同相談員委員会委員長の職に就
かれたほか、自衛隊父兄会本荘分会事
務局長を務められるなど自衛隊の活動
に大きく貢献されました。
「活動に理解のある職場、自衛隊に大変感謝
しています。社会と自衛隊の架け橋としてこ
れからも頑張ります」と話す本間さん

　打矢さんは、昭和44年に旧本荘市消
防士となられ、39年余りにわたり消防業
務に従事されました。由利本荘市消防
本部政策監などを歴任し多くの現場で
消火活動に尽力されたほか、現在の消
防組織体制の確立や防火思想の高揚に
貢献されました。

「地域の皆さんからの温かいご支援により、
素晴らしい叙勲を受章できたことに心より感
謝いたします。これからも防災のため、地域に
貢献できればと思います」と話す打矢さん

　

叙勲▶長年にわたり地方自治や行政、消防などの分野で社会に貢献された方を表彰する制度。 褒章▶学術、医療、産業振興などに尽力した方やその道一筋に業務に精励した方を表彰する制度。
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平
成
16
年
か
ら
県
が
整
備
を
進

め
て
い
た
矢
島
地
域
の
国
道
108
号

前
杉
バ
イ
パ
ス
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
11
月
１
日
に
県
や
市
、
工
事

関
係
者
、
地
域
住
民
ら
約
１
０
０

人
が
参
加
し
て
開
通
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

完
成
し
た
バ
イ
パ
ス
は
川
辺
の

鳥
海
山
ろ
く
線
と
の
交
差
手
前
か

ら
、
矢
島
町
城
内
の
築
舘
交
差
点

ま
で
の
約
２
・
５
㌔
。

　

式
典
で
は
長
谷
部
市
長
が
「
こ

の
た
び
の
バ
イ
パ
ス
完
成
は
、
地

域
の
安
全
確
保
や
災
害
時
の
緊
急

輸
送
、
地
域
経
済
活
性
化
に
お
い

て
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
て
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
開
披

に
続
き
、
参
加
者
ら
が
乗
用
車
や

バ
ス
に
分
乗
し
て
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
、
新
し
い
道
路
か
ら
の
景
色

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

前
杉
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ

り
、
当
面
は
従
来
の
国
道
も
通
行

可
能
で
す
が
、
約
２
年
後
を
め
ど

に
一
本
化
し
、
一
部
は
廃
道
、
残

り
に
つ
い
て
は
市
道
と
な
る
予
定

で
す
。

4平成 26年 11月 15日号　広報ゆりほんじょう

一般会計の執行状況

歳　入

地 方 交 付 税

市 税

国 庫 支 出 金

市 債

県 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入

使用料・手数料

分担金・負担金

そ の 他

歳 入 合 計

（千円 ,％）

項　　　　目 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率

198億3,750万8千円

79億　650万1千円

72億3,321万7千円

97億6,970万0千円

36億　643万5千円

23億3,088万6千円

6億6,512万8千円

5億1,817万7千円

4億4,372万9千円

33億2,610万4千円

556億3,738万5千円

147億6,601万3千円

43億7,520万2千円

18億4,086万4千円

1億7,400万0千円

6億3,138万3千円

15億9,417万3千円

1億8,137万0千円

2億7,813万4千円

1億8,474万5千円

35億2,242万3千円

275億4,830万7千円

280億8,907万8千円未 収 入 額

74.4

55.3

25.5

1.8

17.5

68.4

27.3

53.7

41.6

105.9

49.5

歳　出 （千円 ,％）

執行率

未 支 出 額

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費
歳 出 合 計

2億7,623万0千円
67億2,410万9千円
131億2,323万1千円
46億4,333万7千円
2億　944万1千円
39億3,992万7千円
12億2,836万7千円
53億8,897万4千円
53億5,356万6千円
50億9,339万6千円
9億4,577万0千円
86億　175万8千円

6,437万9千円
4,490万0千円

556億3,738万5千円

1億5,039万7千円
25億9,575万9千円
53億2,623万5千円
9億3,221万4千円
1億　　54万5千円
5億6,317万0千円
4億9,367万0千円
15億3,651万3千円
12億6,318万3千円
18億3,650万0千円
2億9,082万2千円
50億　232万3千円

5万9千円
0千円

200億9,139万0千円

355億4,599万5千円

項　　　目 予 算 現 額 支 出 済 額

54.4
38.6
40.6
20.1
48.0
14.3
40.2
28.5
23.6
36.1
30.7
58.2
0.1
0

36.1

（予算額には、歳入歳出ともに平成25年度からの繰越分23億9,068万3千円を含みます。）

特別会計の執行状況

会　　計　　別 予　算　現　額
歳　　　入 歳　　　出

収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 執行率

国民健康保険
後期高齢者医療
診 療 所 運 営
休日応急診療
情報センター
地域情報化事業
奨 学 資 金
介護サービス事業
下 水 道 事 業
集落排水事業
簡易水道事業
スキー場運営
財 産 区

計

99億2,142万7千円
7億6,705万9千円
4億7,004万8千円
1,062万9千円

4億　225万5千円
1億2,206万5千円
6,748万0千円

7億9,403万5千円
28億2,614万6千円
22億9,634万9千円
9億6,754万9千円
1億4,326万8千円

570万8千円
187億9,401万8千円

43億6,376万0千円
2億2,287万6千円
7,669万0千円
658万8千円

1億3,660万2千円
1,785万9千円
3,395万3千円

3億2,037万7千円
2億6,235万9千円
1億6,779万8千円
2億5,211万4千円

2万6千円
606万5千円

58億6,706万7千円

44.0
29.1
16.3
62.0
34.0
14.6
50.3
40.3
9.3
7.3
26.1
0.0

106.3
31.2

41億9,937万2千円
2億2,530万4千円
1億8,093万0千円

370万1千円
1億6,005万4千円
5,285万0千円
3,061万2千円

3億4,397万8千円
11億5,314万1千円
9億2,368万3千円
4億3,665万9千円
5,686万0千円
229万3千円

77億6,943万7千円

42.3
29.3
38.5
34.8
39.8
43.3
45.4
43.3
40.8
40.2
45.1
39.7
40.2
41.3

※損益計算書とは、会計期間の事業の経営成績を示したものです。
※貸借対照表とは、財政状態を表したものです。

ガス・水道事業 執行状況
損益計算書（平成26.4.1～26.9.30） （千円）

（千円）

（千円）

貸借対照表（平成26.9.30）

キャッシュ・フロー計算書（平成26.4.1～26.9.30）

ガス事業 水道事業

ガス事業 水道事業

ガス事業 水道事業

494,564
427,617
66,947
38,908
23,909
81,946
6,991
74,955

1,660,976

1,586,021

763,440
575,742
187,698
85,996
105,900
167,794
16,019
151,775

0

151,775

資産の部

負債の部

資本の部

固定資産
流動資産

資　産　合　計

負債資本合計

固定負債
流動負債
繰延収益
負債合計
資本金
剰余金
資本合計

2,651,470
199,167
2,850,637
2,766,903
226,364
464,619
3,457,886
974,147

△ 1,581,396
△ 607,249
2,850,637

20,085,392
1,349,557
21,434,949
10,687,821
528,077
3,960,043
15,175,941
4,991,958
1,267,050
6,259,008
21,434,949

1.業務活動によるキャッシュ・フロー

2.投資活動によるキャッシュ・フロー

3.財務活動によるキャッシュ・フロー

4.現金及び預金の増減額

5.現金及び預金の期首残高

6.現金及び預金の期末残高

401,924

△ 714,731

47,073

△ 265,734

1,443,259

1,177,525

市の財政状況市の財政状況市の財政状況
地域の声を反映、均衡ある発展を目指して

26年度上半期

　本年度上半期の「市の財政状況」を紹介します。
市では、皆さんからの貴重な税金や国・県から
のお金がどのような予算規模で、どれぐらい使
われているかなどを明らかにし、市の財政事情
を知っていただくことが目的です。
　今年４月から９月までの、上半期予算執行状
況などを表にしています。

国
道
１
０
８
号

前
杉
バ
イ
パ
ス
が
開
通

前
杉
バ
イ
パ
ス
が
開
通

前
杉
バ
イ
パ
ス
が
開
通

１．  営業収益 
２．  営業費用 
　　営業利益 
３．  営業外収益 
４．  営業外費用 
　　経常利益 
５．  特別損失 
　　当期純利益 
前年度繰越利益剰余金
前年度未処理欠損金 
当期未処分利益剰余金
当期未処理欠損金 

163,254

△   44,223

△ 115,073

3,958

125,481

129,439（予算額には、歳入歳出ともに平成25年度からの繰越分1億7,061万2千円を含みます。）
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子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
が
あ
ふ
れ
る

　

高
橋
宏
幸
賞
感
想
文
・
感
想
画
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
10
月
19
日
、
カ

ダ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
府
県
か
ら
感
想
文
の
部
に
42
点
、
感

想
画
の
部
に
４
１
７
９
点
の
応
募
が
あ

り
、
10
月
14
日
か
ら
20
日
に
カ
ダ
ー
レ
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
展
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

授
与
式
で
の
賞
状
授
与
の
後
、
感
想
文

の
部
で
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞

に
輝
い
た
竹
島
幸
乃
さ
ん
（
象
潟
小
６
年
）

が
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
辻
井
伸
行
さ
ん
に
つ
い

て
書
か
れ
た
本
の
感
想
文
を
朗
読
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
タ
ス
・
ダ
ン
ス
・
ス

タ
ジ
オ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
高
橋
宏
幸
氏

の
代
表
作
「
チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の
き
つ
ね
」
を

題
材
に
し
た
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
訪

れ
た
約
６
０
０
人
の
観
客
た
ち
は
想
像
力

あ
ふ
れ
る
世
界
を
楽
し
み
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
獅
子
が
由
利
本
荘
で
舞
う

11
月
１
日
、
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
カ
ダ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
獅

子
舞
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
っ
て
鳥
海
山
麓
に

い
た
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
の
催
し
に

は
、
県
内
外
16
の
伝
統
芸
能
団
体
が
出
演

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
鳥
海
小
学
校
の
児
童
17
人

に
よ
る
「
天
神
あ
や
と
り
」
が
披
露
さ
れ
、

続
い
て
横
浜
中
華
学
院
校
友
会
（
横
浜
市
）

の
「
中
華
獅
子
舞
」
を
上
演
。
ス
テ
ー
ジ

を
下
り
て
、
観
客
の
頭
を
か
む
し
ぐ
さ
を

し
た
り
、
演
者
が
肩
車
を
す
る
な
ど
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
演
技
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
７
時
間
余
り
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
観
客
た
ち
は
全
国
の

様
々
な
特
色
を
持
つ
獅
子
た
ち
の
神
秘
的

な
舞
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

科
学
の
不
思
議
を
体
感
！

　

盛
大
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
国
民
文

化
祭
も
終
盤
の
11
月
１
・
２
日
の
両
日
、

本
市
主
催
事
業
の
最
後
を
飾
る
「
科
学

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
は
、
市
総
合
体
育
館
に
66
の
ブ
ー

ス
を
設
置
し
て
「
も
の
づ
く
り
お
も
し
ろ

実
験
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
２
日
目
は
カ
ダ
ー
レ

で
開
催
さ
れ
、
高
階
崚
太
さ
ん
（
尾
崎
小

６
年
）、
出
羽
中
学
校
科
学
部
、
山
形
県

鶴
岡
南
高
校
科
学
部
の
３
組
に
よ
る
理
科

研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ガ
リ
レ
オ
工

房
」
が
「
光
の
正
体
を
つ
き
と
め
ろ
！
」

と
題
し
た
実
験
シ
ョ
ー
を
行
い
、
観
客
も

参
加
し
て
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
風
船
な
ど
を

使
っ
た
実
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

6平成 26年 11月 15日号　広報ゆりほんじょう

国
民
文
化
祭

国
民
文
化
祭    

各
会
場
で
に
ぎ
わ
い

各
会
場
で
に
ぎ
わ
い

国
民
文
化
祭  

各
会
場
で
に
ぎ
わ
い

高橋宏幸賞　作品展

同時開催のゆりほん “うめもの” フェス「そば打ち教室」

天神あやとり（鳥海小６年生） 竹島幸乃さん

ステージ上演されたチロヌップのきつね石脇神楽（石脇神楽保存会）柱がらみ（坂之下番楽保存会）

たくさんのブースが出展した市総合体育館

ガリレオ工房による実験ショー 「科学って楽しいね！」 中華獅子舞
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開 催

j it bli R l ti 2014j it i ij it bli R l ti 2014

　10月25日から11月2日にかけ、市　10月25日から11月2日にかけ、市
内各地域で産業文化祭が行われ、大内各地域で産業文化祭が行われ、大
勢の来場者が訪れました。勢の来場者が訪れました。
　各地域のにぎわいの様子をスナッ　各地域のにぎわいの様子をスナッ
プでお届けします。プでお届けします。

　10月25日から11月2日にかけ、市
内各地域で産業文化祭が行われ、大
勢の来場者が訪れました。
　各地域のにぎわいの様子をスナッ
プでお届けします。



　

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

公
営
住
宅

岩
城
地
域　
　

１
戸（
愛
宕
西
）

　
　
　
　
　
　

１
戸（
愛
宕
東
）

　
　
　
　
　
　

１
戸（
天
鷺
）

　
　
　
　
　
　

１
戸（
鶴
岡
）

　
　
　
　
　
　

１
戸（
新
鶴
潟
）

　
　
　
　
　
　

１
戸（
亀
田
中
央
）

矢
島
地
域　
　

２
戸（
下
山
寺
）

　
　
　
　
　
　

１
戸（
山
寺
南
）

　
　
　
　
　
　

２
戸（
栩
木
田
）

　
　
　
　
　
　

１
戸（
栄
町
）

　
　
　
　
　
　

２
戸（
小
田
）　　

東
由
利
地
域　

１
戸（
吉
野
）

公
共
住
宅

岩
城
地
域　
　

１
戸（
天
鷺
東
）

東
由
利
地
域　

１
戸（
吉
野
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

岩
城
地
域　
　

１
戸（
田
町
）

◎
単
身
入
居
が
可
能
な
住
宅
は
、

　

山
寺
南
・
栩
木
田
・
吉
野
団
地

　

の
み
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

11
月
26
日
（水）
ま
で
、
都
市
計
画

　

課　

☎
24―

６
３
３
４
、
ま
た

　

は
各
総
合
支
所
建
設
課

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
事
務
補
助
員
（
産
休
代
替
）】

勤
務
内
容　

矢
島
総
合
支
所
市
民

　

福
祉
課
業
務
に
係
る
事
務
補
助

募
集
人
員　

１
人

勤
務
先　

矢
島
総
合
支
所
市
民
福

　

祉
課

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
月
〜

　

金
曜
日
、８
時
半
〜
17
時
15
分
）

雇
用
期
間　

平
成
27
年
１
月
５
日

　

〜
３
月
31
日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
５
日
（金）
ま
で
、
矢
島
総
合

　

支
所
振
興
課　

☎
55―

４
９
５

　

１
【
ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
】

開
催
日　

12
月
11
日
（木）　

　

毎
週
木
曜
日　

全
12
回

　

14
時
15
分
〜
15
時

定
員　

15
組
（
保
護
者
と
１
・
２

　

歳
の
子
ど
も
対
象
）

参
加
料　

１
５
０
０
円

◎
参
加
料
を
教
室
初
日
に
い
た
だ

　

き
ま
す
。
プ
ー
ル
使
用
料
は
毎

　

回
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

遊
泳
館　

☎
24―

０
１
３
４

日
時　

12
月
７
日
（日）　

10
時
〜
正

　

午
会
場　

カ
ダ
ー
レ　

市
民
活
動
室

入
場
料　

無
料
（
ゴ
ス
ペ
ル
体
験

　

は
要
事
前
申
し
込
み
）

内
容　

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
（
10
時
〜
）、

　

ゴ
ス
ペ
ル
体
験
（
10
時
半
〜
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク
ル
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ

　

斎
藤
さ
ん　

☎
０
９
０―

８
４

　

２
４―

１
０
１
９

 　

市
で
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用

と
併
せ
、
市
内
へ
の
定
住
促
進
を

図
る
た
め
、
市
空
き
家
情
報
登
録

制
度
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
制
定

し
て
い
ま
す
。

　

本
制
度
は
、
空
き
家
の
売
却
ま

た
は
賃
貸
を
希
望
す
る
所
有
者
か

ら
情
報
提
供
を
受
け
、
登
録
し
た

物
件
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
し
て
全
国
の
利
用
希
望
者
に
紹

介
す
る
も
の
で
す
。

対
象
物
件　

所
有
者
が
売
却
、
賃

　

貸
を
希
望
す
る
空
き
家
物
件

◎
登
録
対
象
物
件
の
詳
細
、
申
し

　

込
み
方
法
に
つ
い
て
は
お
問
い

　

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
お
こ
し
課　

☎
24―

６
２

　

３
１

【
ご
て
ん
ま
り
制
作
教
室
（
初
級
・

初
心
者
）】

日
時　

12
月
８
日
（月）
、
10
日
（水）
、

　

12
日
（金）　

９
時
半
〜
15
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

創
作
テ
ラ
ス

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

【
刺
し
子
制
作
教
室（
中
級
・
初
級
）】

日
時　

12
月
15
日
（月）
、
16
日
（火）
、

　

17
日
（水）　

９
時
半
〜
15
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

会
議
室

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

11
月
25
日
（火）
ま
で
、
観
光
文
化

　

振
興
課　

☎
24―

６
３
４
９

【
英
会
話
講
座
初
級
】

日
時　

12
月
12
日
（金）
、
26
日
（金）
、

　

平
成
27
年
１
月
７
日
（水）　

13
時

　

〜
14
時

【
中
国
語
講
座
初
級
】

日
時　

12
月
18
日
（木）
、
26
日
（金）
、

　

平
成
27
年
１
月
７
日
（水）　

14
時

　

〜
15
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

研
修
室
２

参
加
料　

各
１
５
０
０
円
（
３
回

　

分
・
資
料
代
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
７
日
（日）
ま
で
、
国
境
な
き

　

話
し
手　

古
川
さ
ん　

☎
０
９

　

０―

４
５
５
９―

４
４
７
８
、

　

Ｅ
メ
ー
ル　

chika.eng.822@

　

docom
o.ne.jp
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市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
中

市
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

ご
て
ん
ま
り・刺
し
子
制
作
教
室

国
境
な
き
話
し
手「
外
国
語
講
座
」

12
月
か
ら
の
「
遊
泳
館
」
教
室

「
空
き
家
バ
ン
ク
」登
録
物
件
募
集

「
ゴ
ス
ペ
ル
無
料
体
験
会
＆
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
」
参
加
者
募
集

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備えるため、消
防庁による全国瞬時警報システム「Ｊアラート」を用い
た全国一斉情報伝達訓練が実施されます。
　市民への情報伝達体制について万全を期するための
試験放送ですので、ご協力をお願いします。
　これにより、11月28日（金）11時ごろ、本市の防災行
政無線・ＣＡＴＶ音声告知放送から、一斉に試験放送が
流れるほか、消防防災メールの自動配信が行われます。
情報伝達手段　防災行政無線（本荘・岩城・西目地域）
　の試験放送、ＣＡＴＶ音声告知端末機の試験放送、消
　防防災メール登録者への試験配信
試験放送・配信内容　「これは、テストです」という試験
　放送・消防防災メール配信が行われます
問い合わせ先　危機管理課　☎２４－６２３８

実施日時　11月28日（金）  11時ごろ

防災行政無線などを用いた
　   情報伝達訓練を行います

全 国 一 斉

　

市
塗
装
組
合（
荘
司
金
一
会
長
）

と
市
塗
装
工
業
組
合
（
同
）
の
組

合
員
13
人
が
10
月
９
日
、
市
民
交

流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
避
難
滑
り
台

や
扉
、
フ
ェ
ン
ス
の
塗
り
替
え
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
組
合
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
塗

装
は
、
今
年
で
11
年
目
。
荘
司
会

長
は
「
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば

う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
普

及
振
興
に
多
大
な
功
績
を
あ
げ
た

と
し
て
こ
の
ほ
ど
、
村
山
春
樹
さ

ん
（
及
位
・
70
歳
）
が
公
益
財
団

法
人
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
か
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
普
及

振
興
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

村
山
さ
ん
は
昭
和
57
年
か
ら
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
、
本
市
の
各
種
団
体

に
レ
ク
ダ
ン
ス
、
手
遊
び
、
新
舞

踊
な
ど
の
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
や
生
涯
学
習

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
事
務
局
を
９
月
22

日
に
訪
れ
た
村
山
さ
ん
は
、
佐
々

田
教
育
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し

た
。
村
山
さ
ん
は
「
今
回
の
表
彰

は
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
生
涯
学

習
の
推
進
に
微
力
な
が
ら
関
わ
る

こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
を
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
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年
齢
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い

て
自
由
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
送
る
「
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
」

を
実
践
し
て
い
る
と
し
て
10
月
14

日
、
本
市
の
阿
部
重
助
さ
ん
（
76

歳
・
東
由
利
法
内
）
が
内
閣
府
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
所
有
林
の
う
ち

お
よ
そ
５
㌶
を
「
山
遊
庭
の
森
」

と
名
付
け
、
ナ
メ
コ
、
ア
ケ
ビ
な

ど
の
収
穫
体
験
、
高
校
生
対
象
の

「
木
育
ス
ク
ー
ル
」
や
県
内
外
か

ら
の
視
察
受
け
入
れ
と
、
自
然
の

す
ば
ら
し
さ
、
森
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
活
動
を
行
う
と
も
に
、
世
代

間
交
流
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

受
賞
し
た
阿
部
さ
ん
は
、「
多

く
の
方
の
力
添
え
が
あ
り
、
受
賞

で
き
ま
し
た
。
元
気
の
あ
る
か
ぎ

り
、
山
遊
庭
の
森
を
開
放
し
な
が

ら
、
今
後
も
森
の
中
で
楽
し
ん
で

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

塗
装
組
合
・
塗
装
工
業
組
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
に
汗

阿
部
さ
ん
が
内
閣
府
表
彰

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
を
実
践

村
山
春
樹
さ
ん
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
普
及
振
興
功
労
者
表
彰

　

天
皇
杯
（
第
65
回
全
日
本
男
子

弓
道
選
手
権
大
会
）
が
９
月
21
日

か
ら
23
日
、
全
日
本
弓
道
連
盟
中

央
道
場
（
東
京
都
）
を
会
場
に
行

わ
れ
、
本
市
の
佐
々
木
光
彦
さ
ん

（
34
歳
・
田
町
）
が
２
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
昨
年

も
同
大
会
で
３
位
に
入
賞
し
て
お

り
、
２
年
連
続
の
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
10
月
１
日
に
市

長
室
を
訪
れ
、
長
谷
部
市
長
に
入

賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
「
こ
の
１
年
は

射
の
調
子
が
よ
く
な
か
っ
た
が
大

会
で
は
不
思
議
と
結
果
が
出
た
。

欲
が
な
か
っ
た
分
、
決
勝
で
は
あ

る
が
ま
ま
に
臨
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
見
つ
か
っ
た
課
題
を
一
つ

一
つ
消
化
し
、
練
習
を
積
み
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

佐
々
木
さ
ん
が
２
年
連
続
入
賞  

弓
道
天
皇
杯

　

故
今
野
晋
さ
ん
（
岩
谷
町
）
の

香
典
返
し
と
し
て
、
長
男
今
野
一

さ
ん
か
ら
来
年
４
月
に
開
校
す
る

新
生
「
大
内
中
学
校
」
の
学
校
教

育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
ご
厚

意
が
あ
り
、
出
羽
中
学
校
が
10
万

円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
羽
中
学
校
で
は
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
一
部
と
し
て
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

学
校
教
育
に

　
　
役
立
て
て

さ
ん
ゆ
う
て
い

も
く
い
く



案
件　

由
利
本
荘
都
市
計
画　

用

　

途
地
域
の
変
更
に
つ
い
て
（
由

　

利
本
荘
総
合
防
災
公
園
敷
地
）

縦
覧
期
限　

11
月
25
日
（火）
ま
で

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
（
第
２

　

庁
舎
１
階
）

◎
縦
覧
の
期
間
中
、
市
民
お
よ
び

　

利
害
関
係
人
は
、
今
回
変
更
し

　

よ
う
と
す
る
都
市
計
画
案
に
対

　

す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。
様
式
は
任
意
で

　

す
が
、
標
題
に
「
都
市
計
画
案

　

に
対
す
る
意
見
書
」と
明
記
し
、

　

住
所
、
氏
名
お
よ
び
連
絡
先
を

　

記
入
の
う
え
、
直
接
ま
た
は
郵

　

送
に
て
都
市
計
画
課
へ
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

◎
郵
送
の
場
合
は
縦
覧
期
間
満
了

　

日
ま
で
必
着
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課　

　

☎
24―

６
３
３
２

　

機
械
設
備
な
ど
の
改
修
工
事
に

よ
り
停
止
し
て
い
た
入
湯
部
門
の

営
業
を
、
工
事
完
了
に
伴
い
営
業

再
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、個
室
で
の
食
事
や
各
種
宴

会
な
ど
も
通
常
営
業
し
て
い
ま
す

の
で
、併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ゆ
り
え
も
ん

 　

☎
53―

２
６
５
１

日
時
・
会
場　

12
月
１
日
（月）　

鶴

　

舞
会
館
、
２
日
（火）　

社
会
福
祉

　

協
議
会
西
目
支
所
、
３
日
（水）　

　

紫
水
館
・
岩
谷
会
館
、
４
日
（木）

　

東
由
利
公
民
館
、
８
日
（月）　

善

　

隣
館
、
９
日
（火）　

矢
島
福
祉
会

　

館
（
い
ず
れ
も
10
時
〜
15
時
）、

　

３
日
（水）　

高
城
セ
ン
タ
ー
（
13

　

時
〜
15
時
）

内
容　

人
権
相
談
（
差
別
、名
誉
、

　

信
用
、
住
居
の
安
全
、
い
や
が

　

ら
せ
、
う
わ
さ
、
近
隣
関
係
）、

　

困
り
事
（
土
地
・
建
物
の
権
利
・

　

登
記
、
家
族
）、
子
ど
も
の
人

　

権
（
い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
）

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支

　

局　

☎
22―

１
２
０
０

　

保
護
司
が
更
生
保
護
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

開
設
日　

日
・
月
・
水
・
木
曜
日

　

10
時
〜
16
時
（
４
月
〜
10
月
は

　

９
時
開
所
。
祝
日
・
年
末
年
始

　

な
ど
は
休
所
）

開
設
場
所　

西
目
保
健
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
地
区
更
生

　

保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎

　

33―

３
９
９
１

日
時　

12
月
６
日
（土）　

11
時
半
〜

　

13
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
３

参
加
料　

５
０
０
円
（
２
人
以
上

　

で
参
加
の
場
合
は
１
人
４
０
０

　

円
）

内
容　

歌
や
踊
り
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

国
境
な
き
話
し

　

手　

古
川
さ
ん　

☎
０
９
０―

　

４
５
５
９―

４
４
７
８
、

　

Ｅ
メ
ー
ル　

chika.eng.822

　

@
docom

o.ne.jp

日
時　

11
月
27
日
（木）　

14
時
〜

会
場　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

演
題　
「
い
ま
、な
に
を
議
論
す
べ

　

き
な
の
か
？
」〜
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

　

策
と
温
暖
化
政
策
の
再
検
討
〜

講
師　

21
世
紀
政
策
研
究
所
主
幹

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
環
境
研
究
所

　

所
長　

澤
昭
裕
氏

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

東
北
電
力
㈱
本

　

荘
営
業
所
総
務
課　

高
瀬
さ
ん

　

☎
22―

１
２
０
５

　

い
ず
れ
も
申
し
込
み
不
要
で

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

11
月
26
日
（水）　

本
荘
地
域　

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

　

石
脇
体
育
館　

９
時
〜
11
時

矢
島
地
域　

卓
球
を
楽
し
む
会　

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

10
時
〜

　

11
時
、
19
時
〜
20
時

岩
城
地
域　

岩
城
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

　

場
無
料
開
放　

９
時
〜
17
時

由
利
地
域　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会　

　

由
利
Ｂ
＆
Ｇ　

９
時
〜
11
時

大
内
地
域　

８
人
制
バ
レ
ー
交
流

　

会　

岩
谷
体
育
館　

９
時
〜

東
由
利
地
域　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　

　

げ
ん
き
館　

10
時
〜
16
時

西
目
地
域　

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢　

　

シ
ー
ガ
ル　

19
時
〜

鳥
海
地
域　

体
育
館
無
料
開
放　

　

９
時
〜

問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課　

　

☎
32―

１
３
３
４

日
時　

12
月
７
日
（日）　

９
時
40
分

　

〜
12
時
半

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル

内
容　

貝
殻
と
木
の
実
を
使
っ
た

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
飾
り
物
、
ク

　

リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
、
リ
ー

　

ス
な
ど
の
制
作

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
３
年

　

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

60
人

参
加
料　

３
０
０
円
（
材
料
代
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
作
品
を
持
ち

　

帰
る
た
め
の
袋
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
３
日
（水）
ま
で
、
ア
ク
ア
パ

　

ル　

☎
22―

５
６
１
１

　

国
の
地
デ
ジ
難
視
対
策
の
た
め

の
各
種
支
援
制
度
は
、
平
成
27
年

３
月
末
に
終
了
し
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工
事

を
完
了
す
る
た
め
に
は
、
遅
く
と

も
本
年
12
月
中
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
特
に
積
雪
地
域
は
冬
期

間
の
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省　

地
デ

　

ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５

　

７
０―

０
７―

０
１
０
１

　

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を

し
て
い
る
方
は
、
預
金
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
随
時

　

受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
総
合
県
税
事

　

務
所　

収
納
管
理
課　

☎
０
１

　

８―

８
６
０―

３
３
３
１
、
ま

　

た
は
県
総
合
県
税
事
務
所
由
利

　

支
所　

☎
23―

４
１
０
５

　
　
　
　
　
　
　

　

秋
田
労
働
局
か
ら
の
委
託
事
業

と
し
て
、
高
年
齢
者
が
生
涯
現
役

を
目
指
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
支
援
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
・

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

【
就
業
・
生
活
設
計
支
援
セ
ミ
ナ
ー
】

日
時　

12
月
７
日
（日）　

13
時
〜
16

　

時
半

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◎
希
望
者
は
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、

　

社
会
保
険
労
務
士
か
ら
年
金
な

　

ど
の
社
会
保
険
に
関
す
る
相
談

　

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
個
別
相
談
会
】

日
時　

12
月
18
日
（木）　

10
時
〜
15

　

時

会
場　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

対
象　

55
歳
以
上
の
定
年
後
も
働

　

き
た
い
方
、
再
就
職
を
目
指
し

　

て
い
る
方

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

㈱
フ
ィ
デ
ア
総
合
研
究
所　

☎

　

０
１
２
０―

８
３
４―

８
３
３

【
乙
種
第
４
類
】

期
日
・
会
場　

12
月
９
日
（火）
・
10

　

日
（水）　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、

　

13
日
（土）
・
14
日
（日）　

秋
田
県
青

　

少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ユ
ー
ス

　

パ
ル
）、17
日
（水）
・
18
日
（木）　

大

　

仙
市
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

【
丙
種
】

期
日　

12
月
25
日
（木）　

会
場　

秋
田
県
民
会
館
（
ジ
ョ
イ

　

ナ
ス
）

◎
各
日
程
と
も
に
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
ま
す
。

試
験
日　

平
成
27
年
１
月
25
日
（日）

　

・
２
月
１
日
（日）　

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県

　

危
険
物
安
全
協
会
連
合
会　

☎

　

０
１
８―

８
６
７―

２
２
４
５

　
（
申
込
書
は
、
本
荘
・
矢
島
消

　

防
署
お
よ
び
各
分
署
に
も
準
備

　

し
て
い
ま
す
）

　

市
で
は
、定
住
す
る
意
思
を
も
っ

て
市
内
に
住
宅
（
土
地
を
含
む
）

を
取
得
し
、
市
外
か
ら
転
入
し
た

方
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
金
額　

50
万
円

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
お
こ
し
課　

☎
24―

６
２

　

３
１

　

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
堤

防
の
刈
草
と
、
昨
年
度
伐
採
し
た

伐
採
木
を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

受
付
期
限　

11
月
21
日
（金）
ま
で

　
（
平
日
の
９
時
〜
16
時
に
出
張

　

所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
）

◎
子
吉
川
出
張
所
で
は
、
広
報
紙

　
「
せ
せ
ら
ぎ
通
信
」
を
発
行
し

　

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

　

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省

　

秋
田
河
川
国
道
事
務
所　

子
吉

　

川
出
張
所　

☎
22―

６
３
６
０
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暮らしのお知らせ

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」

難
視
対
策
は
お
早
め
に

個
人
事
業
税
（
２
期
）
の

納
付
期
限
は
12
月
１
日
（月）
で
す

就
業
・
生
活
設
計
支
援
セ
ミ

ナ
ー
・
相
談
会

「
定
住
促
進
奨
励
金
制
度
」
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

子
吉
川
の
「
刈
草
」「
伐
採
木
」

を
無
償
提
供
し
ま
す

　市が納付を確認できるまでに、金融機関などに納付されてから１
週間程度かかります。
　納税証明などでお急ぎの場合は、領収証書や引き落とし額が記帳
された通帳をご持参のうえ税務課窓口に申請してください。
問い合わせ先　税務課　☎２４－６３０３（納税証明など）
　　　　　　　収納課　☎２４－６２５６（口座振替など）　
　　　　　　　または各総合支所振興課

「納付は便利で
確実な口座振替で」12月1日（月）　国保税（第5期）

～納期内に納めましょう～

　現在、公的年金を受給中の方は「児童扶養
手当」を受給できませんが、12月から年金額が
児童扶養手当額より低い方は、その「差額分」
の児童扶養手当を受給できるようになります。
児童扶養手当を受給するためには、申請が必
要です。
○「児童扶養手当」とは、ひとり親家庭などの生
　活の安定・自立促進に寄与することにより、
　その家庭において養育されている子どもの
　福祉増進のために支給される手当です。所
　得などで手当の支給額が変わります。
○受給している年金額が手当額よりも低いか
　どうかは年金証書、年金に関する支払通知
　書などを持参して、子育て支援課または各総
　合支所市民福祉課窓口に相談ください。
○申請する人および同居の扶養義務者の所得
　による支給制限がありますので、申請されて
　も支給されない場合があります。
○目安として子ども（１人）の場合の満額支給
　が１カ月41，020円です。１カ月あたりの年
　金額がそれに満たない場合に受給できる可
　能性があります。子どもが２人以上いる場合
　の支給額は２人目は5,000円、３人目以降
　は１人につき3,000円加算されます。（２人
　分の満額支給で46,020円、３人分の満額支
　給で49,020円）　
申請・問い合わせ先
　子育て支援課児童支援班　☎２４－６３
　１９、または各総合支所市民福祉課

12月から「児童扶養手当法」12月から「児童扶養手当法」
の一部が改正されますの一部が改正されます

12月から「児童扶養手当法」
の一部が改正されます

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す

特
設
人
権
相
談
所

11
月
「
ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

冬
の
貝
殻
細
工
教
室

ゆ
り
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー「
ゆ
り

え
も
ん
」入
湯
を
再
開
し
ま
し
た

「
本
荘
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
が
開
所
し
ま
し
た

国
境
な
き
話
し
手

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

本
荘
由
利

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会
」

○「情報ガイド」掲載の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものです。掲載希望の際は、担当各課へご相談ください。

　会期や日程は今後変更になる場合がありま
す。傍聴の際などは事前にご確認ください。
会期　11月28日（金）～12月16日（火）
　・11月28日（金）…本会議（開会、議案の説明）
　・12月3日（水）、4日（木）…本会議（一般質問）
　・５日（金）…本会議（一般質問、議案質疑）
　・８日（月）～11日（木）…各委員会
　・16日（火）…本会議（質疑、討論、採決、閉会）
本会議開会時刻
　11月28日（金）、12月16日（火）　10時
　12月３日（水）～５日（金）　９時半
◎11月17日（月）までに受理する請願、陳情を
　今定例会で審議する予定です。
問い合わせ先
　議会事務局　☎２４―６３８６

第4回「市議会定例会」の第4回「市議会定例会」の
　　会期日程（予定）を　　会期日程（予定）を
　　　　　お知らせします　　　　　お知らせします

第4回「市議会定例会」の
　　会期日程（予定）を
　　　　　お知らせします



　

11
月
25
日
（火）
か
ら
12
月
１
日
（月）

は
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

県
警
で
は
、
県
民
に
犯
罪
被
害
者

支
援
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、「
県
民
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
（土）　

13
時
〜
16

　

時
会
場　

県
庁
第
２
庁
舎　

８
階
大

　

会
議
室

内
容　

犯
罪
被
害
者
遺
族
に
よ
る

　

講
演
会
、
手
記
の
朗
読
、
パ
ネ

　

ル
展
示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

県
警
察
本
部
犯

　

罪
被
害
者
支
援
室　

☎
０
１
８

　

―

８
６
３―

１
１
１
１

　

市
内
の
本
荘
混
声
合
唱
団
な
ど

６
団
体
と
、
ゲ
ス
ト
に
「
コ
ー
ル

象
潟
」
が
出
演
し
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
（日）　

13
時
半
〜

　
（
開
場
13
時
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

５
０
０
円
（
当
日
券
あ

　

り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
合
唱
連
盟
事

　

務
局　

小
川
さ
ん　

☎
０
９
０

　

―

５
５
９
５―

９
８
７
７

【
内
容
・
日
時
】

①
生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
・
団
体
・

　

個
人
の
作
品
展
示

日
時　

11
月
28
日
（金）
〜
30
日
（日）　

　

９
時
〜
17
時
（
30
日
は
16
時
ま

　

で
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

１
・
２
・
３

②
生
涯
学
習
体
験
コ
ー
ナ
ー

〇
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

日
時　

11
月
28
日
（金）　

10
時
〜
、

　

13
時
半
〜

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

創
作
テ
ラ
ス

参
加
料　

千
円
（
材
料
代
）

〇「
押
花
絵
」
制
作

日
時　

11
月
29
日
（土）　

10
時
〜
、

　

13
時
半
〜

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

創
作
テ
ラ
ス

参
加
料　

千
円
（
材
料
代
）

〇
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

日
時　

11
月
30
日
（日）　

10
時
〜

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

市
民
活
動
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
荘
教
育
学
習
課　

☎
22―

２

　

６
７
３

日
時　

11
月
20
日
（木）　

12
時
50
分

　

〜
15
時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
高
校　

佐

　

藤
先
生　

☎
22―

３
２
１
９

日
時　

11
月
29
日
（土）
・
30
日
（日）　

　

９
時
半
〜
15
時
半

会
場　

秋
田
駅
東
西
連
絡
自
由
通

　

路
（
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
）
ト
ピ
コ
入

　

口
前

出
店
者　

県
内
の
Ｇ
・
Ｂ（
じ
っ
ち

　

ゃ
ん
・
ば
っ
ち
ゃ
ん
）
ビ
ジ
ネ

　

ス
に
取
り
組
む
地
域
・
関
係
団

　

体
販
売
す
る
品
物　

山
菜
、
天
然
キ

　

ノ
コ
、
米
、
野
菜
、
い
ぶ
り
が

　

っ
こ
、
ジ
ャ
ム
、
和
菓
子
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

県
元
気
ム
ラ
支

　

援
室　

☎
０
１
８―

８
６
０―

　

１
２
１
５

日
時　

12
月
７
日
（日）　

９
時
半
〜

　

15
時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

自
然
科
学
学

　

習
室
２

内
容　

講
師
に
よ
る
ト
ー
ク
、
撮

　

影
の
実
技
指
導

参
加
料　

５
０
０
円（
資
料
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

全
日
本
写
真
連
盟
ゆ
り
支
部　

　

三
浦
支
部
長　

☎
０
９
０―

４

　

５
５
４―

０
８
３
９
、

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

hanchu1081

　

photo@
ezw
eb.
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暮らしのお知らせ

犯
罪
被
害
者
週
間

「
県
民
の
つ
ど
い
」

第
26
回
由
利
本
荘
市
合
唱
祭

第
28
回
本
荘
生
涯
学
習
創
作
展

写
真
家　

榎
並
悦
子
の
写
真
講
座

由
利
高
校　

課
題
研
究
発
表
会

秋
田
が
ん
ば
ろ
う
市

（
あ
き
た
元
気
ム
ラ
物
産
市
）

　文化交流館カダーレ大ホールで、フルコンサートピア
ノの最高峰「YAMAHA CFX」「スタインウェイD274」を
弾いてみませんか。気分はまさにプチ・アーティスト！
◎発表会ではありませんので、試奏・練習の場としてお
　楽しみください。（観覧無料）
日時　12月19日（金） ９時半～16時

20日（土） ９時半～15時
会場　カダーレ　大ホール
参加料　１組 ２００円（15分間）
受付開始　11月20日（木）　９時から
申し込み・問い合わせ先　
　カダーレ管理課
　☎２２―２５００
◎希望者には、ご自分の
演奏を録音したＣＤを
　販売します。

市地域づくり市地域づくり
推進フォーラム推進フォーラム
市地域づくり
推進フォーラム第4回

日時　12月17日（水）　13時半～16時（開場13時）
会場　カダーレ　大ホール
内容　〇県内の地域活性化取り組み事例の発表
　　　　①若畑地域（湯沢市）
　　　　～若い世代が参加する取り組み事例
　　　　若畑里づくり協議会　会長　佐藤栄一氏
　　　　②上町地域（能代市）
　　　　～「街なか」の地域づくり取り組み事例
　　　　のしろ白神ネットワーク　代表　能登祐子氏
　　　○地域づくり推進事業の事例発表
　　　　（市内８地域からの代表団体による発表）
入場料　無料
◎駐車場に限りがありますので、公共交通機関などを
　ご利用ください。地域ごとに送迎バスも運行します。
　詳しくは各総合支所振興課へお申し込みください。
問い合わせ先　地域おこし課　☎２４－６２３１
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〈一般書〉 〈U－20〉 〈児童書〉

鳴神　響一　著
角川春樹事務所／1,620円
尾張徳川家に仕える忍びの女
と異国からきた医師の男。運
命的に出会い、惹かれ合う二
人の愛を繊細に描く。

セ
ロ
ニ
ア
ス
・
モ
ン
ク
の
い
た
風
景

村
上　

春
樹

11
月
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

乾　

ル
カ

福
島
原
発
事
故　

被
災
者
支
援
政
策
の
欺
瞞

日
野　

行
介

た
め
な
い
習
慣

金
子　

由
紀
子

秋
田
県
式
「
授
業
の
達
人
」
10
の
心
得

矢
ノ
浦　

勝
之

小
さ
な
お
店
ひ
と
り
勝
ち
の
秘
密

中
谷　

嘉
孝

昭
和
の
歌
手
１
０
０
列
伝

塩
澤　

実
信

お
ち
ゃ
め
な
老
後

田
村　

セ
ツ
コ

京
都
〈
千
年
の
都
〉
の
歴
史

高
田　

昌
明

杖
こ
と
ば

五
木　

寛
之

ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク

伊
坂　

幸
太
郎

口
元
美
人
化
計
画

吉
野　

敏
明

仕
事
。

川
村　

元
気

３
ポ
ッ
ト
か
ら
作
れ
る
寄
せ
植
え

主
婦
の
友
社

壊
れ
る
心

堂
場　

瞬
一

ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
に
は
ま
だ
早
い

須
賀
し
の
ぶ

自
覚　

隠
蔽
操
作
５
・
５

今
野　

敏

幻
想
探
偵
社

堀
川　

ア
サ
コ

守
農
太
神
と
呼
ば
れ
た
男

伊
澤　

芳
子

知
識
ゼ
ロ
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
ぜ
ん
ぶ
わ
か
る
本

洋
泉
社

僕
が
見
た
太
平
洋
戦
争

宗
田　

理

野
球
部
ひ
と
り

朝
倉　

宏
景

親
子
で
学
ぶ
英
語
図
鑑

キ
ャ
ロ
ル
・
ヴ
ォ
ー
ダ
マ
ン

生
き
抜
く
た
め
の
整
体

片
山　

洋
次
郎

い
の
ち
の
花

向
井　

愛
美

鹿
の
王
（
上
・
下
）

上
橋　

菜
穂
子

こ
ん
な
家
に
す
ん
で
た
ら

ジ
ャ
イ
ル
ズ
・
ラ
ロ
ッ
シ
ュ

木
の
ぼ
り
ゴ
リ
ラ

山
極　

寿
一

ベ
タ
ベ
タ
か
め
ん

あ
き
や
ま　

た
だ
し

ぼ
く
の
ニ
セ
モ
ノ
を
つ
く
る
に
は 

ヨ
シ
タ
ケ　

シ
ン
ス
ケ

ジ
ュ
ニ
ア
空
想
科
学
読
本

柳
田　

理
科
雄

お
ば
け
の
ナ
ン
ダ
ッ
ケ

巣
山　

ひ
ろ
み

中央図書館　
　　☎22-4900
岩城図書館　
　　☎73-3673
由利図書館　
　　☎53-2121
出羽伝承館　
　　☎62-0505

ここで紹介する以
外にもたくさんの
本が入っています。

市図書館ＨＰもご
覧ください。蔵書
検索もできます。

児
童
書

〈U－20〉 〈児童書

InformationInformationInformation
〈 般書〉

一
般
書

Ｕ―

20（
10
代
向
け
の
本
）

オ
ス
ス
メ
新
着
本

オ
ス
ス
メ
新
着
本

オ
ス
ス
メ
新
着
本

iPS細胞や再生医学など、高
校生物の知識では追いつけな
いバイオ科学の最前線を、丁
寧かつ面白く解説する。

遅刻、片づけ、ケンカなどの日
常の困難。どうしたらいい？
まんがを通して子ども自身が
学べる自立の教科書。

市
長
室

市
長
室

市
長
室
か
ら

　

10
月
18
日
か
ら
27
日
ま
で
の
10

日
間
、
県
市
町
村
職
員
海
外
研
修

に
団
長
と
し
て
参
加
し
、
県
内
市

町
村
職
員
な
ど
29
人
と
と
も
に
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
フ
ラ
ン
ス
を
訪

問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
公
益
財
団
法
人
秋
田

県
市
町
村
振
興
協
会
が
県
内
市
町

村
職
員
を
対
象
に
国
際
的
な
視
野

と
識
見
を
養
い
、
総
合
的
な
行
政

能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
教
育
と

少
子
化
対
策
を
テ
ー
マ
に
教
育
委

員
会
や
保
育
園
・
義
務
教
育
学
校

な
ど
を
視
察
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
最
大
の
農
業
大
国
で
あ
る
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
郊
外
の
農
場
で
意
見

交
換
し
た
ほ
か
、
文
化
の
観
光
利

用
を
テ
ー
マ
に
フ
ラ
ン
ス
観
光
開

発
機
構
や
世
界
遺
産
な
ど
を
訪
問

い
た
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
や
少
子
化
な
ど
、
日

本
と
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
一
方
、

社
会
保
障
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、

就
農
者
へ
の
支
援
の
拡
充
に
よ
り

若
者
の
農
業
従
事
者
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
観
光
資
源
を
守
り
そ
の

魅
力
を
発
信
し
観
光
振
興
に
つ
な

げ
て
い
る
方
策
な
ど
、
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　

異
文
化
を
体
験
し
な
が
ら
調
査

研
究
し
た
こ
と
は
、
本
市
は
も
と

よ
り
国
の
政
策
に
つ
い
て
比
較
検

討
す
る
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
団
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
貴

重
な
経
験

を
今
後
の

市
町
村
行

政
に
生
か

し
て
元
気

な
秋
田
の

た
め
に
頑

張
っ
て
い

た
だ
き
た

い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

市
長
の
長
谷
部
で
す
。10
月
の

私
の
行
動
の
一
部
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

辰巳　渚　著
毎日新聞社／1,404円

石浦　章一　著
日本評論社／1,620円

県
市
町
村
職
員
会
海
外
研
修

県
市
町
村
職
員
会
海
外
研
修

団
長
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

団
長
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

県
市
町
村
職
員
会
海
外
研
修

団
長
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

私が愛したサムライの娘私が愛したサムライの娘が愛愛したサムライのイが愛したサムライの
いつもこういうときいつもこういうとき
どうするんだっけどうするんだっけ
いつもこういうとき
どうするんだっけ

高校生からの高校生からの
バイオ科学の最前線バイオ科学の最前線
高校生からの

バイオ科学の最前線

ひ

フランス・コーリン農場にて



農業祭部門農業祭部門農業祭部門
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入賞おめでとうございます
部門ごとの上位入賞者は次のとおりです（敬称略）

■

●農産品評会　優等賞
種　類 　　　　 品　　種　　　　    氏　　名　    地域 種　類 　　　　品　　種　　　　     氏　　名　　地域

●保育園・幼稚園・学校農園コンクール１等賞
種　類　　　　　　　　　　施設・学校名

●由利本荘市・にかほ市小学生書道展
氏　名　　　　　　　　　　学校・学年
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●農産品評会　1等賞

商工祭部門商工祭部門商工祭部門■

●第71回　由利本荘市工芸品展
賞　区　分　　　　　作　品　名　　　　 氏　名　   地域

●第45回　全国ごてんまりコンクール
賞　区　分　　　    作　品　名　　　氏　名　　 地　域

●第43回　本荘由利未来の科学ゆめ絵画展
賞　区　分　　　　作　品　名　　　   氏　名　  学校・学年

●第62回　本荘由利発明工夫展
賞　区　分　　　　作　品　名　　　  氏　名　   学校・学年

市長優秀賞 行灯（組子細工） 斉藤重太郎 本荘
市長優良賞 刺し子（玄関マット） 土田タカ子 矢島
市議会議長賞 天鷺ぜんまい織り　
 （深まる秋） 山崎　智子 岩城

市商工会長賞 くるみの木の皮のかご 石井　厚子 本荘
朝日新聞社賞 天鷺ぜんまい織り 髙野　利津 岩城
NHK秋田放送局賞 刺し子（のれん） 小松　紀子 本荘
ABS秋田放送賞 花結びのかご（籐） 戸賀瀬　香 本荘
AKT秋田テレビ賞 刺し子（花ふきん） 三浦テツエ 本荘
AAB秋田朝日放送賞 アケビのかご 佐藤美津子 本荘
市シルバー人材セ
ンター理事長賞 刺し子（ポーチ） 村井　タマ 本荘

市長奨励賞 刺し子
 （ショルダーバッグ） 伊東　京子 本荘

市長奨励賞 刺し子とさをり織り
 （雲海の間仕切り） 阿部　克子 矢島

齋藤　心花 　　　西目小６年
横山　美月 　　　平沢小５年
金子なぎさ 　　　平沢小４年
阿部　奨英 　　　院内小３年

大根 　　　　　　石脇北保育園

平成 26年度

入賞おめでとうございます

由利本荘市民まつり由利本荘市民まつり由利本荘市民まつり

由利本荘米 あきたこまち 真坂　和都 鳥　海
水稲雑穀 大豆（リュウホウ） 小松　久平 鳥　海
イモ類 バレイショ（男爵） 大滝　秋治 本　荘
葉たばこ 第1バーレー種たいへい 豊島　良一 鳥　海
果実 りんご（ゆめあかり） 齋藤　　亨 西　目

野菜 ミニトマト（サンチェリー
 ピュア） 今野　純一 矢　島

花き りんどう（深山秋） 小松　金義 鳥　海
農産加工品 味噌 佐々木英子 本　荘
飼料作物 ホールクロップサイレージ 鈴木富未雄 鳥　海
キノコ類 生椎茸 ㈱ファーム鶯 由　利
学校農園の部 さつまいも（紅あづま） 石脇学童クラブ 本　荘

由利本荘米 ひとめぼれ 佐藤　雅彦 矢　島

水稲雑穀 小豆 阿部　サキ 本　荘
 稲株（ひとめぼれ） 佐々木富春 由　利
イモ類 里芋 阿部　　武 本　荘

葉たばこ 第1バーレー種たいへい 小松　正武 東由利
 第1バーレー種たいへい 長谷山博昭 東由利

果実 りんご（トキ） 齋藤　　誠 西　目
 りんご（秋田紅あかり） 齋藤　辰夫 西　目

野菜

 ねぎ（夏扇４号） 大滝　秋治 本　荘
 白菜 猪股　ツギ 本　荘
 ピーマン（京ひかり） 佐藤　昌子 矢　島
 さやいんげん 三浦久美子 由　利

花き
 スプレーマム(ロリポッ

 プレッド) 高橋千恵子 鳥　海

 りんどう（フィナーレ） 佐藤　助造 鳥　海

農産加工品
 メロン粕漬 子吉農産加工所 本　荘

 だいこんのみそ漬け 東由利特産物
  振興会 東由利

飼料作物 デントコーンサイレージ 鈴木　　隆 東由利
キノコ類 生椎茸 須田　英也 由　利

東北経済産業局長賞 雨のち晴れ 神部ヒロ子 栃木県
県 知 事 賞 梅鉢 柴田　幸子 秋田市
市　長　賞 菊 椎川ミワ子 由利本荘市
秋田県観光連盟会長賞 やまとなでしこ 竹内マツ子 和歌山県
秋田県物産振興会賞 ぼかし菊 和田千鶴栄 新潟県
読売新聞社賞 寄木細工 齋藤　韶子 茨城県
河北新報社賞 ねじり彩星 宮原　浩子 和歌山県
朝日新聞社賞 かざぐるま 藤村　悦子 熊本県
毎日新聞社賞 ヒマワリ 小助川記恵子 秋田市
秋田魁新報社賞 花まり 杉本　絹子 秋田市
ＮＨＫ秋田放送局賞 もみじ 明嵜万喜子 埼玉県
ＡＢＳ秋田放送賞 正倉院唐花文様 磯岡眞理子 東京都
ＡＫＴ秋田テレビ賞 花かご 鈴木　和枝 静岡県
ＡＡＢ秋田朝日放送賞 岳の漣 久保田喜美子 京都府

市観光協会長賞

 フキ 及川　智子 岩手県
 鳥海山の四季 髙橋タキ子 由利本荘市
 クレマチス 武士俣やす 新潟県
 小花かごめと
 ばら 松下　良子 石川県

 紫陽花 菊地　敏子 京都府
 ポンポンダリア 代入久美子 京都府
 ＴＯＫＹＯ五輪 山鹿　和子 和歌山県
 （八塩いこいの森）
 黄桜 伊藤　孝子 秋田市

市教育委員会
教育長賞 【団体の部】 新山小学校 
 音力発電型ちく音機 土田蘭奈人 尾崎小5年
県発明協会長賞 おどるちく電かかし 近藤　恵花 西目小3年
 雪とかしライト 池田　姫花 石沢小2年
ＡＢＳ秋田放送
賞 とおくが見えるめがね 後藤　　更 鶴舞小1年

ＡＫＴ秋田テレ
ビ賞 クモ糸ガサ 佐藤　敦喜 新山小4年

ＡＡＢ秋田朝日
放送賞 見えるんです 横山　慧晟 東由利小６年

市商工会長賞 コミュニケーション
 ハット 茂内　梨乃 新山小4年

 エアバックスーツ 工藤　朋佳 尾崎小6年
 震動エコ地面 白幡　祥平 尾崎小5年
 発電ぼうはてい 佐藤　誠翔 矢島小4年
 れいとうてっぽう 柳田　颯太 岩城小3年
市長賞 土しゃさいがいから
 町をまもるビートル 安保　前咲 小友小2年
 クリーナー
 けいたいがたしんご
 うライト はせがわまき 尾崎小1年

本荘由利発明振 洪水防止堤防システム 三浦　大和 尾崎小6年
興協会長賞 屋根雪下ろし機 藤田　唯夢 鶴舞小5年
本荘由利教育研
究会理科部長賞 雲よけお天気レーダー棒 小田嶋華凛 由利小1年

 

学　校　賞 【団体の部】 由利小学校 
秋田県発明協会
長優秀賞 くるくるバレリーナ 東海林明梨 下川大内小2年

秋田魁新報社賞 じしゃくのスイッチ
 で踊るコップ 佐々木晴哉 矢島小３年

ＮＨＫ秋田放送
局賞 夜の安全傘 阿部　流斗 新山小４年

市議会議長賞 ちょうどいい！調節
 テープカッター 佐藤　望希 鶴舞小６年

市校長会長賞 くるくるまわるラン
 タン 伊藤　羽海 由利小１年

（公財）本荘由利
産学振興財団理 分割設置方式集水一

事長賞 体型発電街灯 
井嶋　　元

市長優秀賞 簡単にカギを取り出
 せ～る 奥村　春樹 尾崎小６年

本荘由利発明振
興協会長優秀賞 定ぎdeコンパス 松橋　寛太 鶴舞小４年

本荘由利教育研
究会理科部長優 つま先で立つえんぴつ 那須　悠仁 岩城小２年
秀賞  



お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう 〈10月16日～31日受け付け分〉 どうぞ やすらかにどうぞ やすらかにどうぞ やすらかに 〈10月16日～31日受け付け分〉「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。
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古木　捷子さん

佐藤　キミさん

大嶋　尚子さん

工藤千世子さん

鳥前　永信さん

保科ミサヨさん

板矢　孝宏さん

髙橋　ミツさん

（内越・70歳）

（二番堰・90歳）

（石脇・57歳）

（西梵天・75歳）

（赤田・96歳）

（笹道・90歳）

（古雪町・52歳）

（川口・90歳）

齋藤　ヨシさん

小川　孝志さん

小野　博雄さん

山口　　望さん

加賀谷　榮さん

佐藤　喜作さん

那須　ユキさん

佐々木一男さん

（玉ノ池・79歳）

（古雪町・75歳）

（御門・57歳）

（親川・64歳）

（矢島町七日町・75歳）

（矢島町荒沢・91歳）

（岩城冨田・89歳）

（岩城亀田愛宕町・88歳）

工藤　勝男さん

三浦　文司さん

伊藤　永治さん

鈴木キクヱさん

畑沢　ミヨさん

板垣　宜子さん

佐々木克郎さん

村井　キミさん

（岩城勝手・83歳）

（新上条・78歳）

（山本・84歳）

（曲沢・95歳）

（前郷・82歳）

（川西・75歳）

（北福田・74歳）

（岩谷町・78歳）

佐々木フミ子さん

髙橋ミユキさん

東海林クニヱさん

佐藤　テルさん

畑山　タエさん

近藤　キヱさん

佐々木マサさん

齋藤　幸子さん

（小栗山・74歳）

（平岫・81歳）

（北福田・101 歳）

（東由利老方・82歳）

（東由利宿・87歳）

（西目町沼田・89歳）

（西目町沼田・92歳）

（西目町西目・62歳）

伊豆ミツヨさん

佐藤　トヨさん

藤原　タカさん

藤原　ツネさん

佐藤　正一さん

小沼　キセさん

（西目町沼田・92歳）

（鳥海町上川内・86歳）

（鳥海町小川・84歳）

（鳥海町上直根・73歳）

（鳥海町下直根・63歳）

（鳥海町上笹子・79歳）

小松　サツさん

高野タカヱさん

佐藤秀三郎さん

後藤サカヱさん

（大鍬町・80歳）

（赤田・81歳）

（石脇・95歳）

（石脇・82歳）

小松ウメノさん

原　　一夫さん

佐々木健幸さん

大場　芳美さん

（石脇・92歳）

（岩城勝手・66歳）

（神沢・86歳）

（二番堰・84歳）

お
た
よ
り
よ
り

お
た
よ
り

82,119人

39,154人

42,965人

30,481世帯

（－98）

（－42）

（－56）

（－23）

♦♦♦♦人の動き♦♦♦♦

10月末日現在・住民基本台帳

（　）は前月比

吉田　久男さん（旧本荘市功労者・本荘）
10月20日永眠されました。昭和49年から
９年間は旧本荘市議会議員、昭和59年から
は秋田県議会議員として県政の発展に貢献
されました。また、本荘市体育協会会長を
はじめ、各種体育・スポーツ団体の要職を
歴任し、スポーツ活動を通した地域社会の
活性化にも尽力されました。平成８年旧本
荘市自治功労。84歳。

佐々木晴香ちゃん（晋吾さん）下大野

小川　　魁ちゃん（恭平さん）小人町

猪股　颯太ちゃん（大輔さん）上野

佐々木　湊ちゃん（大翼さん）石脇

谷口　美羽ちゃん（香梨さん）石脇

古井　葉月ちゃん（司洋さん）石脇

工藤　聖彩ちゃん（ 隆 さん）石脇

佐々木梨乃ちゃん（洋二さん）小人町

土田　愛莉ちゃん（竜太郎さん）矢島町七日町

佐々木　健ちゃん（ 豪 さん）岩城勝手

小濱　楓果ちゃん（誠吾さん）前郷

佐々木千穂ちゃん（ 亨 さん）加賀沢

佐藤　叶夢ちゃん（ 学 さん）鳥海町上川内

佐藤　美宙ちゃん（和正さん）鳥海町下川内

金子　奏音ちゃん（ 主 さん）鳥海町上川内

はるか

　　かい

そうた

　　みなと

み　う

はづき

ま　や

り　の

あいり

　　たける

ふうか

ち　ほ

ゆ　め

みひろ

かのん

グループホーム いなほグループホーム いなほ新規 開設予定新規 開設予定

笑顔いっぱいの明るく家庭的な雰囲気の中で
安心して生活できますよう、職員一同、
真心こめてお手伝いさせていただきます。 開設予定：平成 26年12月1日㈪

内 覧 会：11月16日㈰・17日㈪ 9：30～16：00
所 在 地：由利本荘市大浦字八走123-7
定　　員：9 名

お問い合わせ：（株）グレープ由利
             　 ☎74-3636　FAX74-3070

12月1日（月）

平成国際高等学院

由利高校

川口
飛鳥大橋石脇

文

文

由

グループホーム いなほグループホーム いなほ

105号藤原歯科医院藤原歯科医院

ヤマキチ
味噌醤油醸造元

12 1
2号館2号館

〈従六位・瑞宝双光章〉……………
　故　佐 藤　  貢 さん
　　　（岩谷町・７月 12日逝去・79歳）

          元　岩谷小学校長

〈正六位〉…………………………
　故　今 野　  普 さん
　　　（岩谷町・10月６日逝去・89歳）

          元　矢島小学校長

問い合わせ先
　健康管理課
　（本荘保健センター内☎22̶1834）
または各総合支所市民福祉課へ

　心も体も健やかに
家族みんなのなの

健康ノート
　県では、80歳を過ぎても20本以上歯を持っている元気なお年寄りを
表彰しており、９月25日由利本荘保健所で表彰式が行われました。口腔
内審査の結果23人の方が“8020”と認められ、本市からは19人の方に認
定証が交付されました。
　丈夫な歯を維持すると、何でもおいしく食べることができ健康につ
ながります。自身の健康のため、１本１本の歯を大切にしましょう。

8020 いい歯のお年寄り表彰8020 いい歯のお年寄り表彰

　市内実施医療機関に「小松医院（東由利
地域）」（☎69－2531）と「由利本荘医師会
病院」（☎22－0054）が追加されました。
　接種を希望される方は事前に電話で予
約のうえ、接種を受けてください。

高齢者肺炎球菌予防接種の
対象の皆さんへ

（対象者には案内を郵送しております）

高齢者肺炎球菌予防接種の
対象の皆さんへ

（対象者には案内を郵送しております）
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